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昭和39年に建設された二葉小学校 6月ilO目付け新潟日報、朝刊の記事

今国会（東日本大震災後）における公明党の成果
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公明党が強く求めていた

①復興庁の設置

②復興特区の整備

③復興億の発行等、重要な骨格部

分を法案に盛り込んだ。
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東日本大震災で個人や事業者の二

重ローン問題に、早期救済のため公

明党がいち早く衆院予算委貴会で

指摘。7月8日「東日本大震災事業

者再生支援機構法案」を参院提出
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国が賠償金を仮払いし、被害者の

生活再建を支援する法案を諾貝立

法として参院に提出。7月15日に参

院本会議で可決。現在、衆院で修正

協議中であり今国会成立を目指す。
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災害で亡くなった方の遺族に支給さ

れる災害弔慰金の対象を兄弟姉妹

にまで拡大すべきと主張。7月14日

に衆院に提出。同日、衆院本会議で

可決した。
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被災地におけるがれき処理のスピ
ードが極めて遅いことから、7月1日

がれき処理を国が代行し処理費等

を国が補充する事を定めた、通称
「がれき法案」を衆院に提出。
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震災直後の3月17日、山口代表が

被災地の復旧復興財源に充てるた

め、議員歳費を1年間、3割削減すべ

きと提案。各党の了解を得て、31日

に両院本会議で可決成立させた。
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